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旭川東高校の紹介
・１９０３年創立の歴史ある学校

・全校生徒８４２名（学級数７，７，７

→ これから６，６，６ ７２０名へ）

・学習、行事、部活動に積極的に取り組む

ことのできるまじめな生徒が多い
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旭川東高校数学科
・１年 数Ⅰ・Ａ ６単位

・２年 数Ⅱ・Ｂ ６単位

・３年 （文）数学研究 ４単位

（理）数Ⅲ or 発展数学 ６単位

※医進類型クラスあり

教員数は９名→７，８名へ
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旭川東高校進路実績
北 大 41名 北医＋旭医＋札医

東北大 6名 ８＋12＋3＝23名

東京大 3名 一橋大 3名

名 大 1名 東工大 5名

京都大 2名 国公立大学

大阪大 2名 147＋62＝209名

九州大 1名 （現役＋浪人の数字です） 4



石本潤の自己紹介
1980年生まれ 札幌で２７歳まで過ごす

北海道大学大学院で確率論を専攻していました。

2007年～ 紋別高校（６年）

３学科併設かつ、普通科はすべて習熟度

2013年～ 本別高校（５年）

１学級でとっても落ち着いた学習環境

2018年～ 旭川東高校（２年目です） 5



本日の目標

現代の子どもたちの特性に

応じた、やる気を引き出す

（やる気を削がない）教材を

提供すること！
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現任校での私の目標
計算技能は備えている生徒に

真の学力を身に付けさせたい

↓

学力を伸ばすのは生徒自身の努力

さて、教師ができることは？？？
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私の考える学力観
「知識・技能の習得」を土台とし

「学びに向かう力（主体的な学習

態度）」を育成し、それらを活用

し「思考力・判断力・表現力等」

を伸ばしていく。 8



学習道具の提供
初任時の校長先生からの金言

「生徒が背伸びしたときに

ギリギリ届くくらいのレベル

の教材を提供しましょう」

→ 日々の教材研究を！ 9



教材について１
当然ながら、基本的な題材は

すべて教科書の中にある。

ただし・・・、全国に三百万人

ほど高校生がいるのに教科書の

構成が数種類だけでいいのか？ 10



教材について２
・例題の設定が難しすぎないか、

or 簡単すぎないか？

・応用例題に解説、ヒントが付き

すぎていないか？
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教材について３
数学的な見方・考え方を伸ばす

ことのできる良問が大学入試問題

の中には山ほどある。ただし、全

部が全部ではないので、生徒に

マッチするものを見つける。 12



学力を伸ばすために
数学力を伸ばすために最も必要

なのはとにかく「考えること、

手を動かして何か書くこと」

しかし、初見の問題を自力で、

短時間で解くのは容易ではない。13



現代の子どもの気質？
あまり価値がなさそうで、でき

そうもないことはあっさり捨てる。

答えが出なさそうなことに無駄

な努力は注がない。

無気力傾向がやや強い。 14



数学嫌い
思考力等を付けさせたいと思い、

適当な難問を選びそのまま与えて

も、生徒は一切手を付けない。

できない問題を押し付けられ続

けた生徒は数学を捨てる。 15



現代の子どもの気質！
ルールや攻略法、目的がはっき

りしているゲームなどには驚異的

な集中力を向ける。

意味、価値のある事には意欲的

に取り組める。（現金な？） 16



生徒が頑張れる授業
生徒が自信を持てる環境を！

〇ゴールまでの道のりが明確

×何をしていいのか全く見当が

つかない、分からない

×最終ゴール地点が見えない
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質の高い教材
生徒が楽しい問題！

〇いろいろと考えながら解く

○実はこんな別解があった！

×目的の分からない無機質な問

題をただ解かされるだけ
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学びに向かう力
これならできそうだ！と思える

難易度設定と程よい作業量を確保

した教材を。簡単すぎてやる気

も起きないはダメ。
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教材開発のコツ
最初のうちは必要な分だけ

補助輪を付けてあげる。

慣れてきたら、次第に自分

の力だけで進んでいけるよう

になるはず！
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時間の管理
授業の狙いを達成することに

的を絞ったプリント作りを。

・時間がかかるだけのグラフや表

なら、あらかじめ準備しておく

・各作業の時間配分を指示 21



記述力ＵＰのために
私はデザイン性を重視します。

必ず実際に、自分で手書きで解

答を作ってみて、適切な解答ス

ペースかどうかを確認。

時間の限り添削指導を。 22



課題、今後の目標
・単元の指導計画に組み込める

ような教材を各分野で作成して

いきたい。

・表現力について、セルフ

チェック可能な教材を作りたい。
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ご清聴ありがとう
ございました
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